
1 はじめに

　前章では光学多層膜の原理と，特性行列による解析
法 1～3）を概説し，Excelによる反射率，透過率の計算プ
ログラムを紹介した。今回はこのExcelプログラムを用
いて計算できるいろいろなフィルターについて紹介
する。

2 単層膜

　多層膜の計算の前に，簡単な構造として層数Nが1の
場合すなわち単層膜の場合に，特性行列がどのようにな
るかを見ておこう。
　ここでは，簡単のため垂直入射の場合を考える。屈折
率n

1
，厚さd

1
の単層膜の特性行列は，前章の式⒇より以

下で与えられる。

 
⑴

 ⑵

また同じく前章の式�～�より反射率と透過率は以下で
与えられる。

 
⑶

 
⑷

以下で単層膜の特別な場合として，光学的膜厚 n
1
d

1
が

l / 4の場合，およびl / 2の場合を考える。

⑴λ/4膜

　光学的膜厚がl / 4の場合，f
1
=p / 2であるから，式⑴の

特性行列は以下のようになる。

 
⑸

このとき式⑶，⑷は

 
⑹

 
⑺

上式からわかるように，以下の条件

 ⑻

が満たされればR =0，T =1となる。これが無反射（AR）
膜の原理である。
　式⑻を厳密に満たす材料を使用するのは現実的には難
しい。また無反射となるのは設計波長においてのみで，そ
れ以外の波長では光学的膜厚はl / 4ではなくなるので，単
層膜により広い波長領域で無反射とすることはできない。
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